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要       約 

能登半島以西の日本海西部海域に分布するハタハタ資源は、域内の漁獲量および沖合底び

き網（1 そうびき）の漁獲動向によると、1990 年代初めからある程度の変動を示しながら

も総じて増加傾向にあり、特に 2003 年、前年に加入した豊度の高い 2001 年級により高位

の資源水準となった。この後、特に但馬沖以西の海域では 2 歳魚を中心とした漁獲傾向が

続いたが、2007 年に入ると漁獲がやや低迷した。若狭沖以北では 2003 年に顕著な漁獲増が

見られたあと、次第に減少傾向を示してきた。特に 2007 年には、全域で 2歳魚の漁獲が少

ない。近年の漁獲状況、資源密度指数および体長組成から、資源状態は高水準で 2003 年以

降は横ばい傾向にあるものと判断された。2003〜2006 年の平均漁獲量と沖合底びき網によ

る資源状態の指標値（資源密度指数）をもとに、ABC 算定規則 2-1)を適用して、生物学的

許容漁獲量 (ABC) を求め、下記のとおり提示する。 

 

  2008 年 ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合 

 ABClimit 79 百トン 1.0Cave4-yr − − 

 ABCtarget 63 百トン 0.8･1.0Cave4-yr − − 

 100 トン未満を四捨五入 

 

  年 資源量 漁獲量（トン） Ｆ値 漁獲割合 

  2005 − 8,782 − − 

  2006 − 7,466 − − 

 

   水準：高位  動向：横ばい 

 

１．まえがき 

 日本海西部（石川県〜島根県）のハタハタは主に底びき網によって漁獲され、近年では

我が国周辺における本種の漁獲量の半分ほどを占めている。これまでのところ、その資源

状態は的確には把握できていないが、これは他のハタハタ系群に比べて広い回遊域を持ち、

生活史全般にわたる情報が欠落していることや、資源構造が未解明であること、さらに本

系群の再生産に強い関わりを持つと思われる朝鮮半島沿岸での資源状態や漁獲実態が不明

であることなどに起因している。 

 

２．生態 
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(1)分布・回遊 

ハタハタ日本海西部系群は、能登半島以西の日本海で広く漁獲対象となっている（図１）。

この海域のハタハタは若い年級群で占められているため、1970 年以前から日本海北部集団

との関係（若齢期の索餌回遊群）が考えられる一方（例えば、尾形 1980、落合・田中 1986）、

能登半島を境に北部系群との交流を否定する考え方もある（田中 1987）。清川（1991）は、

漁業情報、形態観察および標識放流の情報から、山陰海域のハタハタの主産卵場は朝鮮半

島にあると考察している。遺伝学的な調査によれば、日本海北部系群は北海道西側に分布

する系群と区別できず、その分布域の西側は能登半島を越え、兵庫県沖に達するとされる

（藤野・網田 1984）。沖山（1970）は、西部海域は日本海北部群と朝鮮半島東岸群双方の

成育場であり、それぞれの資源状態によって構成が変わることを示唆した。また、この海

域において季節的に複数の群れが加入・散逸を繰り返しているとする考え方もあり（秋田

県水産振興センターほか 1989）、資源構造の全容は現在まで把握されていない。 

本事業で実施している評価技術開発調査によれば、ミトコンドリア DNA 調節領域の塩基

配列多型により、秋田の産卵場に由来する集団が、隠岐西方の海域にまで達していること

が示唆された（Shirai et al. 2006）。また、2003 年の前半に若狭湾から能登半島沖合で見

られたハタハタの急激な漁獲は、2001 年に発生した北部系群の卓越年級によるものと考え

られ、北部・西部の近年における漁獲増を担ったものと思われる（白井ほか 2007）。 

山陰海域においては、例年 1〜2月に満 1歳の若魚（体長 10〜12cm：モード、以下同じ）

が漁場に加入し始める。兵庫県以西の海域でもっとも漁獲が多くなる 4〜5月には、漁獲物

のかなりの部分が 1 歳魚で占められることが多かった（2003 年以降、こうした漁獲状況に

変化が見られている：後述）。6〜8月の休漁時期における動向ははっきりしないが、ズワイ

ガニを対象とした着底トロール調査では、この時期、西部海域では広く 1 歳魚主体のハタ

ハタの分布が確認されている。休漁期が明けた 9 月には 1 歳魚（13〜14cm）が組成の大部

分を占め、年によってまとまって漁獲されるが、その後ハタハタは急速に漁場から散逸す

る。この時期には、2歳と 1歳の一部が産卵回遊により、また残りの 1歳（メスが多い）は

沖合の中層域に移動するとされる。12 月から翌年初めにかけて再び漁場に現れ、底びき網

の漁獲対象となる。越年した 2歳魚(15〜17cm)は初夏にかけてまとまって漁獲される。 

能登半島から若狭湾にかけての海域でも、季節的に密度の高い漁場が形成されることが

あるが、1980〜2000 年頃までは漁獲の少ない状態が続いていた。この海域に現れるハタハ

タの群れは山陰地方のものとは同質とは言えないようで、時期によっては 3 歳以上の大型

魚が多く含まれていたり、1、2 歳の体長モードが山陰海域のそれと必ずしも一致しないこ

とがある（白井 未発表）。 

 

(2)年齢・成長 

日本海西部のハタハタは、漁場に加入してくるまでの稚魚・幼魚期の生態がはっきりし

ない。清川（1991）によれば、幼稚魚期は沿岸域、沖合の中層域に分布する可能性が高い。

満 1歳の 2〜3月に漁場に現れる頃には体長 10cm 前後になる。その後、2歳で体長 15cm、3

歳 18cm、4 歳 20cm 前後と見られ、メスの方がやや大きめのサイズになる。寿命は 5歳とさ
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れる。 

なお、ここでいう年齢はふ化からその年の末までを 0歳、以降暦年によって 1歳、2歳、・・

と表現する。また、「年級」はふ化時の年（西暦）を冠することとし、例えば 2005 年級は

2005 年の春先にふ化した年級を指す。 

 

(3)成熟・産卵 

本資源の再生産が行われるのは、朝鮮半島東岸および秋田地方沿岸と推定される。能登半

島以西の本州沿岸では、産み付けられた卵や発生直後の稚仔の報告はあるが、まとまった

産卵が行われる海域はない。夏季にオス 1 歳魚の半数ほどが成熟を始め、この年の年末に

は産卵に参加するとされるが、メスは 1 歳のうちは成熟しない。2 歳になると、春季以降、

雌雄ともに生殖腺が発達を始める。 

 

(4)被捕食関係 

ハタハタ成魚の主餌料はテミスト (Themisto japonica：端脚類) で、そのほか橈脚類、

オキアミ類、イカ類、魚類が多い。沖合ではテミストの割合が高くなる（秋田県水産振興

センターほか 1989）。大型魚類に捕食されるが、実態は不明である。 

 

３．漁業の状況 

(1)漁業の概要 

当海域のハタハタは、兵庫県と鳥取県では沖合底びき網、石川県、福井県、京都府および

島根県では小型底びき網によって主に漁獲される。例年、兵庫、鳥取両県による水揚げが

西部海域のかなりの部分を占め、また漁獲の中心は休漁前の 4〜5 月と休漁明けの 9 月で、

11〜1 月頃にかけて少ない。 

 

(2)漁獲量の推移 

過去 50 年ほどの漁獲量の推移をみると、日本海西部の 6 府県合計漁獲量は年によるやや

大きめの上下動を繰り返しながらおおむね 5千トン前後の水準を維持してきた（図 2、付表

１）。長期的にみると、1975 年頃までは漁獲量はわずかに右上がり、80 年代後半から 90 年

代前半にかけてやや下降気味、90 年代半ばからは再び増加傾向にある。1970 年代後半は、

韓国において漁獲量が急落し、同調するように日本海北部においても漁獲が激減した時期

にあたる。西部海域におけるハタハタの市場経済的な重要性はこの頃から高まったが、こ

の海域では隣接海域のような劇的な漁獲の減少は起きなかった。 

1980 年以降の漁獲量の推移を、府県別の積み上げグラフとして図 3 に示した。域内の総

漁獲量は、1〜3年ごとの上下動を伴いながら 1990 年代前半までは減少傾向にあるが、その

後は漸増に転じ、1997 年以降は増加を続け、2003 年には急増して過去最高の 9,475 トンを

記録した。府県別では、2002 年までは兵庫県と鳥取県における水揚げが全体の 7〜8割を占

めてきた。兵庫県から島根県に至る海域（沖合底びき網統計の西区に相当：但馬沖、隠岐

周辺、隠岐北方、浜田沖、迎日南部の各小海区が含まれる）は、本資源にとって重要な海
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域に当たっている。 

韓国によるハタハタの漁獲量は年変動が激しく、1970 年代の初めに比べると近年では 1/5

〜1/10 ほどにも減少している（図 2）。韓国における漁獲実態の詳細（漁期や漁場に関する

情報）は不明である。2004〜2007 年の月別漁獲量の推移を図 4に示す（1999 年以降は日韓

北部暫定水域が設定されたため、この統計値は朝鮮半島側の状況を反映していると思われ

る）。西部海域とは異なり、漁獲は 1〜5 月に少なく、夏期にやや増加し、秋〜冬に多くな

っていた。各年の最大漁獲量は 10〜12 月に記録され、2004〜2006 年は年間 2,500 トン前後

が漁獲されていた。こうした月別の漁獲量の変化は秋田県におけるそれと似ており、産卵

時期および産卵のために回遊してくる群れを対象とした漁況を反映した結果と思われる。 

 

４．資源の状態 

(1)資源評価の方法 

日本海西部のハタハタの資源状態は、他のハタハタ系群にはみられないほど回遊範囲が広

く、生活史全般にわたる情報が不足していること、日本海北部群および朝鮮半島東岸群と

の関係が不明瞭であること、また朝鮮半島沿岸での漁獲実態が不明であることにより、的

確には把握されていない。このため、漁獲量に加え、整備された統計資料である沖合底び

き網漁業の現況から資源状態を判断した。 

本年度の評価においては、日本海区沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計調査資料（日本海区

水産研究所）における「１そうびき」から算出した資源密度指数を指標とした。さらに、

漁獲物の体長組成［生物情報収集調査（福井県、兵庫県および鳥取県に再委託）およびズ

ワイガニ資源調査（5〜6月）］も考察に加えた。 

 

資源密度指数： 10 分マス目で設定された漁区ごとの月別 CPUE（漁獲重量(kg)／有効引網回

数）を一定期間（年または月）、ある海域内（中海区または小海区）で集計した値を有漁漁区数

で除して求めた。 

 

(2)資源量指標値の推移 

【漁獲量】日本海西部のハタハタ資源は、漁獲量で見る限り長期的には安定した状態が続

いている。図 5は 1955 年以降の漁獲量の動向を前年との差分から見たグラフである。1〜2

年ごとに漁獲量が大きく増加・減少を繰り返す様子が認められる。図 3に示す 1980 年以降

の資源密度指数の変動が漁獲の増減と一致した動きを示すことから、この海域ではハタハ

タの資源サイズが、年々ある程度の拡大・縮小を繰り返していることが推測される。 

2003 年には過去 50 年間で最高の漁獲量（9,475 トン）が記録されたが、翌 2004 年には前

年の約 40％減の 5,873 トン、2005 年には約 50％増の 8,782 トン、2006 年にはやや減少（約

15％）して 7,466 トン（暫定値）であった。漁獲量の減少は石川県と兵庫県でやや大きく、

前年に比べそれぞれ 400〜500 トン程の減少幅となった。2007 年 1〜3 月には、能登以西の

海域で総じて漁獲が少ない状態が続いた。鳥取県では、沖合底びき網で、4 月でも少なく、

5月に入ってやや増加したという(http://www.pref.tottori.lg.jp/)。能登以西において実
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施されるズワイガニ資源調査（5〜6月）では、全域で 1歳魚を中心にほぼ例年並みの漁獲

量となった。 

 

【資源密度指数】沖合底びき網（１そうびき）の資源密度指数の経年変化にも、近年の

特徴が現れている。図 3 に見るように、1990 年頃を境にこの指数値は漸減から漸増傾向に

転じ、2003 年には急増して 53.7 を記録した。2004 年には 29.7 となったが、それでもこれ

は 1980 年以降では 2003 年に次ぐ高い値であった。2005 年には 52.9 に再び上昇、2006 年

は 46.7 と、2003 年以降はやや不安定な動きを示していた。 

月単位で集計した小海区ごとの変化は、図 6 および 7 に示すとおりである。中区（能登

沖、加賀沖、若狭沖の 3 小海区で集計：図 6）では、2003 年前半に過去の状態を大きく逸

脱した資源の来遊があり、2005 年には再び若狭沖で高い値となった。2006 年には加賀沖、

若狭沖で 2004 年程度の指標値だったが、能登沖では漁獲が少なくグラフは X軸に張り付い

た状態で描かれている。西区（但馬沖、隠岐北方、隠岐周辺、浜田沖および迎日南部の 5

小海区：図 7）でも、2006 年にはいずれの海域でも前年に引き続き資源密度指数は高めに

推移し、最も漁獲の多かった 2003 年並みかこれを超える値を示した。 

2007 年の 1〜3月は、中区、西区ともに資源密度指数はやや低めで推移している。 

 

(3)漁獲物の体長組成 

鳥取県による漁獲物の体長組成を、図 8に示した（2005 年 9月〜2007 年 5月：市場調査）。

同県によるハタハタの漁獲はほとんど沖合底びき網漁業によるもので、浜田沖、隠岐周辺

および但馬沖における漁獲が多い。2006 年の状況を見ると、これまでの状況と同様に 1 歳

魚が 4月頃からまとまって漁獲されるようになり、夏以降、2歳魚に替わって漁獲の中心と

なっていた。体長組成を見る限り、2004 年級（2006 年 4 月時点で 16〜19cm 前後）の豊度

はある程度高く、2005 年級の加入も順調に進行したものと思われる。 

図 9 は、1998〜2006 年における上記体長組成データから、1 歳魚と 2 歳＋魚の漁獲尾数

（年計）の推移を雌雄別に示したものである。雌雄ともに、2002 年までは 1 歳魚の漁獲尾

数が多かったが、2003 年にこの傾向が逆転していることが分かる。この急激な変化は、2001

年級の豊度が非常に高かったことを象徴的に示しているものと思われる。2003 年には、年

初めから 2 歳魚（2001 年級）の大量漁獲が続き、それまで 2 月には水揚げが始まっていた

1歳魚は敬遠された（おそらく投棄されたり、網目拡大の措置がとられたものと思われる）。

2003 年を境にしたこうした漁獲状況の変化を月別にみると（図 10）、1〜5 月の漁獲状況が

2003 年前後で一変していたことが分かる。2003 年以降、1〜5月に 2歳魚の漁獲尾数が増え

たのは、2 歳魚（2001 年級）の豊度の高かった 2003 年は別にして、2004 年〜2006 年は前

年の 1歳魚の取り残しが奏効した結果であったと思われる。なお、図 10に見られるように、

1 歳魚の漁獲尾数はほぼ雌雄同数であるのに対し、2 歳魚は明らかにメスが多い。これは、

オスの多くが 1歳の年末に成熟してこの海域を離れることと関連している。 

また、図 11 には 2003〜2006 年のズワイガニ資源評価調査時において漁獲されたハタハ

タの体長組成を要約した。この調査は例年 5 月以降に実施されるため、底びき網漁業にお
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ける漁期の終わりから休漁期にかけての状態が示されている。但馬沖以西では、いずれの

年も 1歳魚が多く、2歳魚のメスがある程度の割合で採集されている。今年の調査では、メ

スが 1、2歳とも少なく、オスの 1歳魚は例年並みに見られたものの、やや小さめの個体（体

長約 10cm）の頻度が高かった。若狭沖以北では、但馬沖以西に比べると、漁獲尾数が総じ

て少なく、例年やや大きめの個体の割合が多い。2007 年の調査では、例年になく 1 歳魚の

割合が高く、2006 年以前の 1歳魚よりもやや体長が小さい傾向が見られた。 

 

(4)資源の水準・動向 

上述した漁獲量、沖合底びき網漁業による資源密度指数および体長組成にみられる近年

の動向から、本資源は以下に述べるような状況にあると考えられる。 

西部海域全域で見ると、2003 年に過去 50 年間で最大の漁獲量、過去 25 年間で最も高い

資源密度指数を記録したが、これは極めて豊度の高い 2001 年級によるものと考えられる。

翌 2004 年にはこれらの値が急落したものの、2005 年には再び豊度の高い 2003 年級により

高い値となった。2006 年には全域の資源密度指数がやや減少したが、それでも、資源状態

は高い水準にあった。その動向は、急激な資源増大があった 2003 年以降資源密度指数の振

れが大きいこと、さらに 2001 年級を明らかに超えるような卓越年級は現れていないことか

ら、おおむね横ばい傾向にあったと判断される。 

2007 年に入ってから、資源水準は全域でやや低めに推移してきたと見られる。ズワイガ

ニの資源調査の結果から 5 月にはいくぶん持ち直しているようだが、年級の構造が例年と

異なることも含め、近年の資源状態と異なる様子が見られている。今後 9 月以降の漁獲動

向を注目する必要がある。 

 

５．資源管理の方策 

ハタハタの日本海西部資源は、2003 年以降高い水準を維持している。これは、2001 年級

と 2003 年級が高水準であったことに大きく起因しているが、その後の年級はこれらの豊度

には及ばないと見られる。西部系群は 1〜2歳魚で構成されるため、年級の入れ替わりのペ

ースが速いことが特徴である。資源状態の変化に応じて、漁獲量を抑えることで資源状態

の維持を図るべきと考える。 

 

６．2008 年 ABC の算定 

(1)資源評価のまとめ 

漁獲量および資源状態の指標としての資源密度指数（沖合底びき網漁業の統計値から算

出）の動向、さらに体長組成の状態から、2007 年初めの時点では資源は引き続き高水準に

あったものの、資源を構成する 1歳魚（2006 年級）と 2歳魚（2005 年級）の豊度はやや低

いことが危惧された。近年の良好な資源状況を悪化させないよう、漁獲量をある程度おさ

えて資源の保全に努めるとともに、今後の資源動向を見極める必要がある。 

 

(2)ABC の算定 
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（単位：百トン）

評価対象年 （当初・再評価） 管理基準 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量

2006年 （当初） 1.14Cave3-yr - 75 60 -

2006年 （2006年再評価） 1.1Cave3-yr - 73 59 75

2006年 （2007年再評価） 1.0Cave4-yr - 61 49 75

2007年 （当初） 1.1Cave3-yr - 88 70 -

2007年 （2007年再評価） 1.0Cave4-yr - 72 57 -

ABC 算定規則 2-1)に従って ABC を算定した。資源水準が高位になった 2003 年以降の 4 年

間の漁獲量をベースに、近年の資源の増減傾向が続いた場合に到達するであろう漁獲量の

推定値を ABC として想定することとした。平均漁獲量からの変化の割合（γ）は、2003 年

からの資源密度指数の分布から回帰式： 

  y = 0.2141x - 353.31 (y, x 年の資源密度指数；x, 西暦・年） 

を求め、以下の式により算定した。 

 ABClimit = Cave4-yr ×γ ・・・Cave4 は 2003〜2006 年の平均漁獲量 

  ただし、γ = (2008 年時の予想指標値) / (2003〜2006 年の平均指標値) 

        = 46.60 / 45.76 ≒ 1.0 

  ABCtarget = ABClimit ×α 

αには本資源に見られる 1〜3 年周期の資源水準の上下動と、特に若狭湾以北におけ

る予想が難しいことを考慮し、0.8（標準値）を仮定した。 

 

(3)ABC の再評価 

 

 

 

 

 

 

 

７．ABC 以外の管理方策の提言 

2003 年以降、山陰海域においては、2 歳魚が漁獲に占める割合が大きくなっている。大型

魚の漁獲が好調になると、1 歳魚は市場価値の低さから敬遠されがちになる。海上投棄を増

やさず網目拡大など小型魚の保護を念頭においた方策を展開する必要がある。 
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付表１ 日本海西部海域における漁獲量の経年変化 
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